
第3章 グループワーク (各アクティビティ)の紹介

わたしたちのまち Jヽ学校 4～6年生・50

カー ドの情報をもとに3人の小学生が住んでいるまちの地図を完成させるゲームです。

1 ねらい

グループで課題を達成してい<過程で、以下のことに気づくことがねらいです。

(1)言語によるコミュニケーシヨン (「伝える (話す)」 団恵<」 「質問する」)の方法及びその難しさ、
1 

切さ

(2)グループにおける自分や他のメンバーの役害」

(3)グループで課題を達成するためには協力することが大切であること

2 対象および人数

(1)小学校4～ 6年生

(2)1グループ5-7人
い<つかのグループが同じ場所で同時に実施することができます。

3 準備するもの

(1)タイマー (フ アシリテーター用)

(2)未完成の地図 (A3版 (グループ用))
(3)素材 (学校や橋など)

(5)正解

(6)ふりかえり用紙

(7)グループ発表用記録用紙 (A4用紙)

4時 間           50分
(1)導入            5分
(2)実習 (ゲーム)      20分
(3)各グループの結果発表   5分
(4)′ 3、 りかえり        15分
(5)まとめ           5分

1グループ1枚<P12参照>
1グループ1セット<P13参照>

1グループ 1枚<P16参照>
1人 1枚<P87088参 照>
1グループ 1枚

(4)情報カード (グループ数十フアシリテーター用) 1グループ 1セット<P14～15参照>
情報カードは各グループとも同一セットであること。

5 課題

情報カー ドの情報をもとに、未完成の地図に必要な素材 (学校や橋など)を正 しい位置に置

いて完成させてください。

6 ルールの指示

各自が持つている情幸刷ま言葉で伝え、他人の情報カードを見たり、他人に渡したり、見せたりはできません。

また、情報を一覧表にして書いたりしてはいけません。
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進め方

‖贋手 留  意  点

(1)導入 (5分)

① 各グループに情報カードを配布する。

② 情報カードの枚数 (18枚)を確認するように指示する。

③ 実習名、ねらいを提示し 課題解決の実習をすることを説

明する。

④ 課題 ルールの説明する。

・カードの枚数を確認することを指示する。

・返却時も枚数を確認することを指示する。

・質問がないか間<。

(2)実習の実施 (20分 )

① グループの全員に情報カードを均等に配布するように指

示する。

② l計晨カードが行き渡ったら、各自のカードを確認させる。

読めない字、意味不明な表現などがあれば質問を受ける。

③ 開始を告1哄 B寺間を計る。(20分間

④ 解答が出たグループま全員で手を挙げてファシリテータ

ーに知らせることを確認する。          _
⑤ 正解だった場合、正解の用紙を配布する。

⑥ 正解でなかった場合、再度考えさせる。

⑦ 所定の時間になったら、作業が途中であっても実習を打ち

切る。

③ 情報カードの枚数を確認し返却させる。

・グループの人数によっては、全員が同じ枚

数になるとは限らないことを確認する。

0時間の配分は板書してお<とよい。

・実習中は、その様子を観察臥 まとめの話

の参考にする。

・ 6ヽりかえり用紙の記入方法を指示する。

(3)各グループの結果発表 (5分 )

① 正解できなかったグループに正解の用紙を配布臥 途中で

正解を出したグループも含めて正解を確認する。

② 正解できたグループ煩を発表する。

・正解したグループの所用時間を板書してお

<。

(4)ふりかえり (15分 )

P85参照

(5)まとめ (5分)

「話す」 剛志<」 「協力する」という観点で発表で出た6、り

かえりをもとに話をする。

・グループの発表で出てきていないことがあ

れば補足する。
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8 5、りかえり

(1)個人記入

6ヽりかえり用紙に個人で記入してもらう。

(2)グループ共有

ア 司会・記録・発表者を決めてもらう。

イ Sヽりかえり用紙の質問項目1～ 3について順番に各自グループ内で発表する。

(3)発表

ア 1(1)～ (5)について、名前ではな<人数を発表する。

イ 2について、各何点か発表する。

9 まとめ

各グループの実習の様子や発表をら、りかえりながらまとめます。ファシリテーターは実際にあったことなど

実習中の具体15」を交えて話すとよいでしょう。

まとめにあたっての観点 (lpj)と して次の項目があ|ずられます。

(1)話す

グループの他の人に意見や考えを伝えることができたか。

(2)聴<
グループの他の人に意見や考えをきちんと聴<ことができたか。

(3)協力する

ア 役割分担ができていたか。

イ まとめ役 (リ ーダー)のもとで協力できていたか。

こんな使い方も・・・「グループワークを定期的に活用した学年・学級経営」

ここ数年、「中 1ギャップ」という言葉を耳にします。小学校を卒業した子どもたちが中学校

に進学し その環境の変化から学校に日1染めず不登校となつたり、いじめが急増するという現

象です。また、授業に集中できず常に騒がし<したり立ち歩いたりと、落ち着きのない状態が表

面化することもあります。

ある中学校では、「グループワーク」に注目し学年経営の手法として位置づけました。入学当

初から月に 1回程度の害」合で、学年でコミュニケーシ∃ンゲームを中心とした「グループワーク」

に取り組んだのです。その結果、それまで自分に自信が持てない子どもが多<て、クラス全体が

ほとんど発言のない「無気力」な状態だつたのよ 少しずつ発言ハ 曽え、やがては授業でも学級

会でも活発に意見が飛び交う雰囲気に変わつてきました。また、「自分中心」だった生徒たちが

「他人に目を向ける」ようになり、他人を大切にする、そして、本当の意味で自分を大切にする

気持ちが育つてきました。指導した先生方も「グループワークを通して、生徒たちは大きく成長

した」と感じているようです。

このように、グループワークには取り組んだ 1人ひとりに大きな「気づき」が生まれ、今後の

生活をより良<しようという「自己変容」につながる効果があります。
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91 mm 1l mm
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14 mm

田んぼのある交差点を右に曲がるとこ橋

があります

ゆいさんとそうた<んは、すぐ近<の児

童館でよ<遊びますが、ひろと<んも入

れた 3人で遊ぶときは神社で遊びます

1 4 rnm

こ橋を渡つて右に曲がってまっすぐ進む

と児童館に6ヽつかります

ひがし駅入□の角に本屋とハンバーガー

シ∃ップがあります

4

ゆいさんの家は児童館の向かい側で、交

差点の角にあります

本屋の西どなりにスーパーがあり、向か

い倶」にハンバーガーシ∃ップがあります

そうた<んの家は道路をはさんで、ゆい

さんの家の西倶」の角にあります

ハンバーガーショップは本屋の南 に位

置しています

8

ひろと<んの家は学校の真ん前の交差点

の角にあります

9

私鉄なんぼ<線はこのまちを南北に走つ

ています

10
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ひがし馬尺はこのまちの一番 東 にありま

す

神社とコンビニのある交差点を曲がり、

北へ向かうと右倶」にひろと<んの家があ

ります

12

ひがし駅から西へ行<とおお橋がありま

す

13

田んぼは、ひろと<んの家の北倶」にあり

ます

14

おお橋を渡るとすぐ左 に果樹園があり

ます

15

果樹園の入□前に交差点があり、その向

かい側の角にコンビニと神社があります

16

ひがし駅からまつすぐ来ると神社はコン

ビニより遠いです

17
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